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ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社

本社所在地：本社所在地：本社所在地：本社所在地： 東京都豊島区北大塚１－２８－３東京都豊島区北大塚１－２８－３東京都豊島区北大塚１－２８－３東京都豊島区北大塚１－２８－３

代表取締役社長：林代表取締役社長：林代表取締役社長：林代表取締役社長：林 厚厚厚厚

資本金：５０００万円資本金：５０００万円資本金：５０００万円資本金：５０００万円

（２０２１年度３月現在）（２０２１年度３月現在）（２０２１年度３月現在）（２０２１年度３月現在）

•高輝度冷光照明装置「ルミナーエース」の製造・販売高輝度冷光照明装置「ルミナーエース」の製造・販売高輝度冷光照明装置「ルミナーエース」の製造・販売高輝度冷光照明装置「ルミナーエース」の製造・販売
•電動ドライバー「ハイマチック」の製造・販売電動ドライバー「ハイマチック」の製造・販売電動ドライバー「ハイマチック」の製造・販売電動ドライバー「ハイマチック」の製造・販売
•細密金型プレス部品の製造、組立、販売。金型製作細密金型プレス部品の製造、組立、販売。金型製作細密金型プレス部品の製造、組立、販売。金型製作細密金型プレス部品の製造、組立、販売。金型製作
•電子クーラー（ユニット）の製造・販売、制御装置システムの設計電子クーラー（ユニット）の製造・販売、制御装置システムの設計電子クーラー（ユニット）の製造・販売、制御装置システムの設計電子クーラー（ユニット）の製造・販売、制御装置システムの設計
•半導体等製造、電子部品の組立・検査半導体等製造、電子部品の組立・検査半導体等製造、電子部品の組立・検査半導体等製造、電子部品の組立・検査

ハヤシレピック株式会社 会社概要

ハヤシホールディングス
（経営企画・総務・経理・資材管理）

ハヤシレピック株式会社 比内時計工業株式会社

第１
事業部

第２
事業部

第３
事業部

第４
事業部

第５
事業部

比内工場



林グループ各社の先見性、創造性、協調性を林グループ各社の先見性、創造性、協調性を林グループ各社の先見性、創造性、協調性を林グループ各社の先見性、創造性、協調性を
積極的に発揮し時代の変化を先取りする。積極的に発揮し時代の変化を先取りする。積極的に発揮し時代の変化を先取りする。積極的に発揮し時代の変化を先取りする。

１．常に時代の変化を先見する１．常に時代の変化を先見する１．常に時代の変化を先見する１．常に時代の変化を先見する
２．常に顧客のニーズに対応する２．常に顧客のニーズに対応する２．常に顧客のニーズに対応する２．常に顧客のニーズに対応する
３．常に独自の技術を追求する３．常に独自の技術を追求する３．常に独自の技術を追求する３．常に独自の技術を追求する
４．常に高品質・高信頼の製品を提供する４．常に高品質・高信頼の製品を提供する４．常に高品質・高信頼の製品を提供する４．常に高品質・高信頼の製品を提供する

•林グループ長期方針林グループ長期方針林グループ長期方針林グループ長期方針

•グループ経営理念グループ経営理念グループ経営理念グループ経営理念
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R３年度経営方針 スローガン

この厳しい令和の時代に強く生き残るためには、この厳しい令和の時代に強く生き残るためには、この厳しい令和の時代に強く生き残るためには、この厳しい令和の時代に強く生き残るためには、
今こそグループ各部門がより力を合わせて、今こそグループ各部門がより力を合わせて、今こそグループ各部門がより力を合わせて、今こそグループ各部門がより力を合わせて、

明日明日明日明日に勝ち残れる体力を確立して、に勝ち残れる体力を確立して、に勝ち残れる体力を確立して、に勝ち残れる体力を確立して、

全部門が悦びをもって明日に勝ち残ろう全部門が悦びをもって明日に勝ち残ろう全部門が悦びをもって明日に勝ち残ろう全部門が悦びをもって明日に勝ち残ろう



※２００５年制定

林グループ環境経営方針
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認証登録範囲 環境経営方針

林グループの環境経営方針に基づき、林グループの環境経営方針に基づき、林グループの環境経営方針に基づき、林グループの環境経営方針に基づき、
地域社会および環境と共生する活動を進めて参ります。地域社会および環境と共生する活動を進めて参ります。地域社会および環境と共生する活動を進めて参ります。地域社会および環境と共生する活動を進めて参ります。

制定２００５年
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環境経営システム実施体制
6

•対象範囲

•第１事業部佐貫事業所第１事業部佐貫事業所第１事業部佐貫事業所第１事業部佐貫事業所 エコアクションエコアクションエコアクションエコアクション21      H18.6 21      H18.6 21      H18.6 21      H18.6 認証登録認証登録認証登録認証登録

•第２事業部第２事業部第２事業部第２事業部 エコアクションエコアクションエコアクションエコアクション21212121 H18.6 H18.6 H18.6 H18.6 認証登録認証登録認証登録認証登録

•第５事業部第５事業部第５事業部第５事業部 エコアクションエコアクションエコアクションエコアクション21      H30.421      H30.421      H30.421      H30.4拡大拡大拡大拡大 ISOISOISOISO 9001  H20.1  9001  H20.1  9001  H20.1  9001  H20.1  認証登録認証登録認証登録認証登録

•海亜禧貿易（深圳）有限公司海亜禧貿易（深圳）有限公司海亜禧貿易（深圳）有限公司海亜禧貿易（深圳）有限公司
•ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社

•比内時計工業株式会社比内時計工業株式会社比内時計工業株式会社比内時計工業株式会社

エコアクションエコアクションエコアクションエコアクション21

H19.2 認証登録認証登録認証登録認証登録

•林香港有限公司林香港有限公司林香港有限公司林香港有限公司

ハヤシホールディングス㈱ハヤシホールディングス㈱ハヤシホールディングス㈱ハヤシホールディングス㈱

•本社・第１事業部本社・第１事業部本社・第１事業部本社・第１事業部 エコアクションエコアクションエコアクションエコアクション21  H20.4 21  H20.4 21  H20.4 21  H20.4 認証登録認証登録認証登録認証登録

•第３事業部第３事業部第３事業部第３事業部 ISO9001ISO9001ISO9001ISO9001 H18 H18 H18 H18 認証登録認証登録認証登録認証登録

• 同事業部同事業部同事業部同事業部 ISO14001 ISO14001 ISO14001 ISO14001 H18 H18 H18 H18 認証登録認証登録認証登録認証登録

• 同事業部同事業部同事業部同事業部 ISO27001               ISO27001               ISO27001               ISO27001               H24H24H24H24 認証登録認証登録認証登録認証登録

•第４事業部第４事業部第４事業部第４事業部 エコアクション２１エコアクション２１エコアクション２１エコアクション２１ H20.4H20.4H20.4H20.4認証登録認証登録認証登録認証登録

：取得認証範囲

：東京営業所管轄範囲

2021年4月1日人員数
第１事業部 ２３名
第２事業部 １０名
第５事業部 ７１名
合計 １０４名

ＥＭＳ事務局

第５事業部総務課

総務課ＭＧＲ

資材管理課MGR

技術部ＭＧＲ 製造部ＭＧＲ 品証課ＭＧＲ 営業部MGR 生管課ＭＧＲ 開発部ＭＧＲ 品証部ＭＧＲ

全社員

第５事業部 第２事業部 第１事業部

第５環境管理責任者

第２環境管理責任者＆環境MGR

第１環境管理責任者

ハヤシレピック株式会社

代表取締役

佐貫事業所代表

環境担当役員

内部監査委員会
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環境経営システム実施体制の役割と権限

○代表取締役 ・全社環境方針の策定と実施結果のレビュー
・環境担当役員及び環境責任者の任命

○環境担当役員 ・代表取締役の補佐及び環境管理責任者の統括

○第１事業部佐貫事業所及び第２事業部、第５事業部

•環境管理責任者

・第１事業部佐貫事業所及び第２事業部、第５事業部の環境目標及び
環境活動計画決定と実施状況の評価・見直しと代表者へ報告
・環境マネージメントシステムの実施に必要な経営資源の提供
・環境マニュアル及び環境活動レポートの制定
・内部環境監査の実施統括、評価
・緊急事態での総指揮
・環境経営システムの構築、実施、維持を確実にする
・環境負荷と環境への取組み状況の把握及び評価と定期的見直し
・環境関連法規の遵守・対応状況の管理
・環境目標の策定と環境活動計画の策定
・従業員に対する環境教育計画策定と実施・評価
・環境活動取組み状況の確認と是正
・環境関連手順書の制定と見直し
・緊急事態の教育
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○エコアクション21推進事務局（EMS事務局）
・環境会議の主催と記録の維持

・環境活動計画の取りまとめと実績管理
・環境関連法規の取りまとめと定期的見直し
・環境負荷と環境の取組み状況の把握及び評価の取りまとめと維持

〇内部監査委員会
・佐貫事業所内部監査の実施計画
・内部監査の審査会議及び審査の実行

内部監査指摘事項の是正

○環境MGR 第１事業部・開発部担当部署

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を行う
・環境関連業務：製品のRoHS対応化
：鉛フリー半田の導入
：金属リサイクル品の分別
：低環境負荷製品の開発設計
：梱包材の低環境負荷化 等

○環境MGR 第１事業部・品質保証担当部署

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を行う
・環境関連業務：製品・部品のグリーン調達調査及び推進
：製品の長寿命化・省電力推進
：環境経営システム推進 等

○環境MGR 第１事業部・生管課担当部署

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を行う
・環境有害物質在庫管理の推進
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○環境MGR 第２事業部

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を行う。
・環境関連業務：環境配慮型製品の開発等

○環境MGR 第５事業部・技術部担当部署
・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を事務局に依頼する。

○環境MGR 第５事業部・製造部担当部署

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を事務局に依頼する

○環境MGR 第５事業部・品質保証課担当部署
・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を事務局に依頼する

○環境MGR 第５事業部・営業部担当部署

・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を事務局に依頼する

○環境MGR 第５事業部・資材管理課担当部署
・環境手順に従い自部門の環境活動の進捗状況を管理し、必要に応じて
手順書の維持・改善を事務局に依頼する

○環境MGR 総務課
・第１事業部佐貫事業所及び第２事業部、第５事業部の
環境活動と連携して、環境負荷の定量を行い、EMS事務局へ報告する。

・環境法規制遵守状況の確認
・環境関連苦情の窓口

○全従業員

・各環境ＭＧＲの監督、指導、指示による各部署の環境活動への取り組み



第１事業部 事業内容

従来のランプ型光源より長寿命
また、大幅な電力使用量が削減

産業用光源装置及び電動ドライバーの開発

•電流制御方式によりトルク値のくり返し電流制御方式によりトルク値のくり返し電流制御方式によりトルク値のくり返し電流制御方式によりトルク値のくり返し安定精度が非常に高い安定精度が非常に高い安定精度が非常に高い安定精度が非常に高いドライバードライバードライバードライバー

•従来のハロゲンランプ
メタルハライドランプ光源装置も販売も行っております。

高輝度レーザー光源 高輝度LED光源
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第２事業部 事業内容

電流を流すことにより温度差が発生するペルチェ素子を利用電流を流すことにより温度差が発生するペルチェ素子を利用電流を流すことにより温度差が発生するペルチェ素子を利用電流を流すことにより温度差が発生するペルチェ素子を利用

環境に負荷を与える環境に負荷を与える環境に負荷を与える環境に負荷を与える冷媒を使用することなく冷却冷媒を使用することなく冷却冷媒を使用することなく冷却冷媒を使用することなく冷却が可能が可能が可能が可能

電子クーラーの開発

医療機器、分析機器等の冷却、加熱、温度管理に最適
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•自社製品「ダイナフィーダ」に代表される電子部品などの微小部品の
組立、検査、二次加工におよぶ自動供給装置や、自動組立加工機の
設計から販売まで行います。

•高精度の各種マザーマシンを駆使し、精細密、極薄物のプレス
加工を、金型設計から製作まで自社で行い、クラス1000のクリー

ンルームを所有し、部品製造から組立まで一貫して対応すること
ができ、信頼性の高い製品を送り出しています。

第５事業部 事業内容



ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社ハヤシレピック株式会社 第１事業部第１事業部第１事業部第１事業部 第２事業部では第２事業部では第２事業部では第２事業部では
※欧州ＲｏＨＳ指令６物質の含有基準に対応して参ります。欧州ＲｏＨＳ指令６物質の含有基準に対応して参ります。欧州ＲｏＨＳ指令６物質の含有基準に対応して参ります。欧州ＲｏＨＳ指令６物質の含有基準に対応して参ります。

•＊＊＊＊ＲｏＨＳ指令とはＲｏＨＳ指令とはＲｏＨＳ指令とはＲｏＨＳ指令とは

欧州に輸出する際には特定６物質の含有が禁止されております。欧州に輸出する際には特定６物質の含有が禁止されております。欧州に輸出する際には特定６物質の含有が禁止されております。欧州に輸出する際には特定６物質の含有が禁止されております。

有害６物質有害６物質有害６物質有害６物質
水銀（Ｈｇ）水銀（Ｈｇ）水銀（Ｈｇ）水銀（Ｈｇ） 鉛（Ｐｂ）鉛（Ｐｂ）鉛（Ｐｂ）鉛（Ｐｂ） 六価クロム（Ｃｒ六価クロム（Ｃｒ六価クロム（Ｃｒ六価クロム（Ｃｒ６＋６＋６＋６＋）））） カドミウム（Ｃｄ）カドミウム（Ｃｄ）カドミウム（Ｃｄ）カドミウム（Ｃｄ）
ポリ臭化ビフェニル（ＰＢＢ）ポリ臭化ビフェニル（ＰＢＢ）ポリ臭化ビフェニル（ＰＢＢ）ポリ臭化ビフェニル（ＰＢＢ）
ポリ臭化ジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ）ポリ臭化ジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ）ポリ臭化ジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ）ポリ臭化ジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ）

・第１事業部では従来の鉛を含んでいた鉛ハンダを撤廃し、
全てを鉛フリーハンダへ移行しております。
・メッキに使用されていた六価クロムは全て撤廃しております。
・真鍮に含まれるカドミウムは全て低カドミウムタイプです。

鉛はんだ混入を防ぐために
はんだごてに鉛フリーはんだ用の
識別シールを貼って管理しております。

製造段階においてオゾン層破壊物質等の
使用はございません。

有害物質への対応

13

※カタログにRoHS対応の記載された製品が対象。
詳細は担当営業にご相談ください。



ＲｏＨＳ２ＲｏＨＳ２ＲｏＨＳ２ＲｏＨＳ２ 追加有害４物質追加有害４物質追加有害４物質追加有害４物質

フタルフタルフタルフタル酸エステル類酸エステル類酸エステル類酸エステル類

ＤＩＢＰＤＩＢＰＤＩＢＰＤＩＢＰ ＤＥＨＰＤＥＨＰＤＥＨＰＤＥＨＰ ＤＢＰＤＢＰＤＢＰＤＢＰ ＢＢＰＢＢＰＢＢＰＢＢＰ

欧州ＲｏＨＳ２にも対応

有害物質の法規制は常に最新版になるようチェックしております。
部品一つ一つを調査し、RoHS２ １０物質に随時対応してまいります。

※１REACH規則にも対応して参ります。
※２SVHCの対応も行っております。

※１REACH規則 ：ＥＵ内で製品を流通させるには、製品を構成する部品の材料を調べ、

情報を登録する必要がある。２００７年６月１日より実施

※２SVHC ：特定化学物質として認可登録候補認可登録候補認可登録候補認可登録候補にあがっており、このリストから

制限物質が選定される。

14

※3その他、中国RoHSなどの規制の対応については、
担当営業にご相談ください。



第１ 第２ 第５

第１ 第２ 第５

大気汚染防止法 無 無 有

地方公共団体が測定

し、公表している。

塩化メチレン

1年平均（0.15mg/m

3

）、補修管による採取、ガスクロマト

グラフィー法による試験を依頼

／ ／ ○

事業者による有害

大気汚染物質の自

主管理促進のため

の指針

無 無 有

管理基準が必要（排出

量、排出濃度を勘案）

塩化メチレン 事業者の自主管理計画による排出量管理

／ ／ ○

自動車排気ガスの

許容限度

有 有 有

車検満足 車両 量規制は車検制度

○ ○ ○

特定物質の規制等

によるオゾン層の

保護に関する法律

有 有 有

2020年HCFC全廃まで

に撤廃すること

HCFC225、05．12月全

廃

05.12全廃

○ ○ ○

フロン排出抑制法 有 有 有

３年に一回の保守点検

が必要

エアコン交換の際には

適切に回収している、

監視測定シートにて記

載

フロン(エアコン用)をみだりに大気中へ放出してはならな

い

第一種特定製品の簡易点検

○ ○ ○

地球温暖化対策の

推進に関する法律

（温対法）

有 有 有

ハヤシレピックは特定

排出者コード

985704176、現在排出

量が越えてないので届

出義務はなし。

事業所ごとの

CO2,CH4,N2O,HFC,PF

C,SF6など年間温室ガ

ス排出量と従業員数

温室ガス排出量算出、　CO2換算で3000t以下かつ21人

以上の事業所があればハヤシレピック全体で本社から

提出義務あり。（H21年度分より）

○ ○ ○

道路交通法 有 有 有

自動車の保管場所を

確保し、道路を自動車

の保管場所として使用

してはならない。

車両 車庫証明

○ ○ ○

有 有 有

社用車の一定台数を

所持する場合管理者

の選任

社用車管理者 在任 合併により社用車が５台以上になった。

○ ○ ○

解体工事に伴うア

スベスト対策の手

続き

有 有 有

解体工事の際はアスベ

スト含有建材有無を調

査すること

建材に含まれるアスベ

スト

現在、解体工事の予定はなく、調査は行っていない。

○ ○ ○

環境基本法・水質

汚濁に係わる環境

基準

無 無 有

塩化メチレン　第５にて

使用

特定施設設備の届け

出　2014年度より追加

排出なし 事業場からの排出基準0.2mg/l（放流先が海域）、

0.02mg/l以下（年間平均値）

ハヤシレピックからは下水としての排出はない。

／ ／ ○

有 有 有

１０条保守点検実施 合併71人槽、単独50人

槽（第５）、単独10人槽

保守点検保守点検は、７１人槽（２回／月）、５０人槽

（２ヶ月に１回）、１０人槽（４ヶ月に１回）

○ ○ ○

有 有 有

11条検査 合併71人槽、単独50人

槽（第５含む）、来客用

10人槽

年１回11条検査を実施(全浄化槽)

○ ○ ○

浄化槽法施行細則 有 有 有

保守点検報告 合併71人槽 51人以上の合併処理浄化槽については、維持管理報告

書(指定様式)を提出

○ ○ ○

土壌汚染対策法 無 無 有

土地の形質を変更する

際に特定有害物質によ

る汚染の状況の調査

塩化メチレン 土壌の溶出量基準値　0.02mg/l検液以下であること。

／ ／ ○

有 有 有

05.9より契約、マニフェ

スト管理実施

廃油／汚泥／金属く

ず・配送業者・処理業

者との契約管理

○ ○ ○

無 無 有

廃棄物の排出を抑制

し、及び廃棄物の適正

な分別

第５にてマニフェスト管

理を行っている。廃油

(有害)：塩化メチレン、

廃油(可燃物)：アルコー

ル類・n-ヘプタン

6月末日までその年3月31日以前1年間のマニフェスト発

行実績報告を行う。2018/4/1　多量に廃棄される場合の

一部電子マニフェストの義務化

／ ／ ○

無 無 有

最終処分の現地確認

努力義務

ハヤシレピック第１では

蛍光灯を排出している

が第５の総務課でまと

めている。

定期的な処分場の確認

／ ／ ○

無 無 有

産業廃棄物の運搬・保

管等の表示

産業廃棄物保管庫 産業廃棄物保管場所には法に沿った表示を行っている。

／ ／ ○

有 有 有

水銀の入った製品は産

業廃棄物として処理

水銀含有物（蛍光灯、

体温計、水銀電池等）

蛍光灯は水銀含有物として産業廃棄物として処理

○ ○ ○

富津市条例・事業

系一般廃棄物

有 有 有

富津市廃棄物の減量

化、資源化及び適正処

理等に関する条例

富津市での廃棄物減

量に協力すること

処理業者に委託

○ ○ ○

家電リサイクル法 有 有 有

廃家電品の適切な引

き渡しと支払い

ブラウン管式TV、冷蔵

庫、冷凍庫、、洗濯機、

エアコン

・洗濯機・ブラウン管テレビ・液晶テレビ・冷蔵庫

○ ○ ○

小型家電リサイク

ル法

有 有 有

小型の家電製品の回

収再資源化料金の負

担

指定された小型家電 ・電気ポット・コーヒーメーカー・電子レンジ・壁掛け電気

温水器・浄水器・DVDプレーヤー・扇風機・空気清浄機・

掃除機・小型プリンター・パソコン

○ ○ ○

土壌汚染

廃棄物

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

適合状況

大気

水質

浄化漕法

区分 適用法

該当事業部

要求事項 該当する設備・活動・成

分

管理作業・必要な資格・年間使用量

適合〇　非適合×　非該当／

法規制遵守状況法規制遵守状況法規制遵守状況法規制遵守状況

15



16

年２回の環境法規制の改訂情報をエコアクション事務局及び

総務部にて相互に確認しております。

騒音規制法 無 無 有

指定地域での特定施

設　届出の提出

指定地域でない 基準遵守、指定地域で特定施設　機械プレス（30重量ﾄ

ﾝ）、せん断機（3.75kw）、空気圧縮機（7.5kw）等

／ ／ ○

富津市環境条例施

行規則・騒音に関

わる特定施設

無 無 有

特定建設作業実施届

出書の提出

コンプレッサー37KW・

15KW、せん断

15KW*4、削盤

特定施設　機械プレス・圧縮機・せん断機（原動機の定

格出力が3.75キロワット以上）、平削盤、型削盤、研磨

機、走行クレーン（7.5KW)届出

／ ／ ○

振動規制法 無 無 有

指定地域での特定施

設　届出の提出

指定地域でない 基準遵守、指定地域で特定施設　機械プレス、せん断機

（定格出力1kw）、圧縮機（7.5kw)

／ ／ ○

富津市環境条例施

行規則・振動に関

わる特定施設

無 無 有

特定建設作業実施届

出書の提出

コンプレッサー37KW・

15KW、せん断15KW*4

特定施設　圧縮機・せん断機（原動機の定格出力が3.75

キロワット以上）届出

／ ／ ○

毒物及び劇物取締

法

有 有 有

メタノール使用の場合

は有機溶剤管理者の

選任

少量のメタノールの使

用

毒物劇物取扱責任者設置（直接扱う製造所）

○ ○ ○

PRTR法,第１種特

定化学物質

無 無 有

必要性の認識05年9

月、今後届け出

第５にて製品部材の洗

浄に塩化メチレンを使

用（今後、炭化水素系

の溶剤に変更予定）

年間1t以上使用は排出量、移動量（4月～6月）届け出 ／ ／ ○

水銀による環境の

汚染の防止に関す

る法律

有 無 無

水銀を使用した製品を

製造してはならない。

水銀含有物（蛍光灯、

体温計、水銀電池等）

特定水銀使用製品を製造する際は主務大臣に許可を得

なければならない。

ハヤシレピックでは水銀を使用したランプを使用している

が、製造はしていないので非該当

○ ／ ／

省エネルギー法,

熱・電気一体管理

の徹底

有 有 有

熱と電気使用量を重油

使用量に換算した値が

1,500kl以上の場合エ

ネルギー管理員の選

任、3000kl以上エネル

ギー管理士の選任(09

年4月同一法人・フラン

チャイズは一体とみな

される)

ハヤシレピック法人分を

合算させる

負荷自己チェック総エネルギー投入量の購入電力より算

出、熱エネルギー使用はなし

○ ○ ○

労働安全衛生法 有 有 有

タバコの分煙

ストレスチェックの義務

化

ストレスチェックの実施

○ ○ ○

労働安全衛生法・

有害物質に関する

規制、表示等(第五

十七条の一)

無 無 有

表示・SDS管理あり、リ

スク管理実施要

（第５）塩化メチレン、ヘ

プタン

名称等を表示すべき有害物危険物、通知対象物（SDS関

連）の表示、リスク管理

／ ／ ○

労働安全衛生法・

有機溶剤中毒予防

規則

無 無 有

塩化メチレン濃度測定

実施、特定化学物質健

康診断実施、他物質は

購入なし

通風が不十分な屋内

作業場に適用　（第５）

対象物質　塩化メチレ

ン（第二条にて殆どが

適用除外となる。塩化

メチレンはこの規則適

応）

密閉／局排／プッシュプル排気／全体換気装置、有機溶

剤作業主任者、貯蔵、空容器処理、計画の届け出（設備

設置）、作業環境測定（工場内での有機物質の濃度測

定、１回／６ヶ月通風が不十分な屋内作業場に適用）

／ ／ ○

労働安全衛生法・

有機溶剤中毒予防

規則　健康診断

無 無 有

塩化メチレン、総務実

施（2回／年）

　（第５）塩化メチレン 有機溶剤作業従事者の健康管理、１回／６ヶ月、有機溶

剤等健康診断結果報告書を産業医が確認後、労働基準

監特署へ提出

／ ／ ○

騒音障害防止の為

のガイドライン

無 無 有

測定実施要、防音保護

具着用済み

プレス加工場所 等価騒音レベル測定、１回／６ヶ月測定、85dB未満のみ

除外、防音保護具着用

／ ／ ○

安全衛生法 危険

性・有害性等の調

査及び必要な措置

の実施

有 有 有

労働災害発生防止の

ため、設備、原材料や

作業の危険・有害性調

査を行い、必要な措置

を実施する努力義務

安全衛生委員会が、毎月事業所内を巡回し、危険性等

の調査、必要な措置を行っている。

○ ○ ○

安全衛生法 安全

管理者の資格要件

の見直し

有 有 有

安全管理者は、厚生労

働大臣が定める研修を

受けた者を選任

(H18.10.1現在経験2年

未満の者も研修義務)

安全管理者の資格 安全管理者在籍

○ ○ ○

安全衛生法 安全

衛生管理体制の強

化

有 有 有

安全衛生委員会での

調査審議項目が追加。

危険性・有害性等の調

査及び措置/安全衛生

に関する計画、実施、

評価及び改善/長時間

労働による健康障害防

止対策/精神的健康の

保持増進対策

毎月安全衛生委員会が開かれ、右記の件も含め事業所

の安全衛生に関しての審議がおこなわれている。

○ ○ ○

RoHS２ 有 有 有

顧客適合要求品種

2019年7月標準品につ

いて対応予定

LED照明、ルミナーエー

ス

2011年7月EU加盟国上市化合物10物質

○ ○ ○

REACH 有 有 有

REACH規制　現在

SVHC211物質の使用

はなし

LED照明、ルミナーエー

ス

年間　１ｔ以上　ＥＵ加盟国に輸出する際、含有する化学

物質の情報公開

○ ○ ○

高圧ガス保安法・

第１種ガス

無 無 有

第５にて保管 貯蔵3000m3以上許可、300m3届出

／ ／ ○

グリーン購入法 有 有 有

2017年度版エコアク

ションでは必須事項で

はなくなった。

紙・文具・機器・家電・

照明・自動車・服・作業

手袋・設備等

出来る限り環境物品等を選択する。紙の購入量は集計

○ ○ ○

労働安全

顧客要求

生活環境

化学物質

省エネ
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目標

目標目標

目標 結果

結果結果

結果 目標

目標目標

目標 結果

結果結果

結果

全体

661,159 528,434

-20.1%

6,146 5,069

-17.5%

第１

59,904 55,177

-7.9%

2,046 2,185

6.8%

第２、５

600,125 472,403

-21.3%

7,664 6,846

-10.7%

全体

1,307,213 1,042,573

-20.2%

12,151 10,001

-17.7%

第１

117,496 107,579

-8.4%

4,013 4,261

6.2%

第２、５

1,189,717 934993.9

-21.4%

15,193 13,551

-10.8%

全体

18,889.9 13,621.0

-27.9%

175.6 130.7

-25.6%

第１

4,799.2 2,430.5

-49.4%

163.9 96.3

-41.3%

第２

491.2 494.9

0.8%

57.1 49.5

-13.3%

第５

13,599.6 10,695.6

-21.4%

195.6 155.0

-20.8%

産業廃棄物

第５

-

- -

- kg

佐貫地区全体

第１

-

全体

287,875 283,000

-1.7% -

第１

98,245 88,500

-9.9% -

第２

28,583 33,000

15.5% -

第５

161,047 161,500

0.3% -

第５

100%

２台設計完了

-

18.11

kg

kg

低環境負荷製品の設計

小型・軽量化・省消

費電力・長寿命化

の製品の設計

第１

２台 ２台

一般廃棄物

電力削減

枚

-

-

-

-22.5%

-

11850

-

14.48

-20.0%

3,799

2.1%

化学物質管理

年間購入量の管理

チェックリストによる使

用量管理

梱包材環境低負荷

梱包材使用量削減

使用量削減使用量削減

使用量削減、

社内輸送の省力化

省力化省力化

省力化推

進

3,878

事業部

事業部事業部

事業部

総量

総量総量

総量

取組項目

ＣＯ２削減

不使用時、不要場所、

昼休み時間の消灯

消灯消灯

消灯、

事務室空調温度設定

冷房28℃・暖房20℃

冷房28℃・暖房20℃冷房28℃・暖房20℃

冷房28℃・暖房20℃

10200

分別処理

分別処理分別処理

分別処理徹底、特に

紙の分別を行う。

生産数・人員あたりの

数値も算出

達成

達成達成

達成

率

率率

率

-

-

節水

洗面所、トイレ等に節

水の張り紙

張り紙張り紙

張り紙を行う。

1,510

紙類使用削減

-13.9%

両面

両面両面

両面使用、縮小

縮小縮小

縮小使用、

印刷プレビューで印刷

ミス削減、情報交換の

電子化

電子化電子化

電子化、管理方法

目標”２０１７年度～２０１９年度の平均値より２％削減”に対する結果

目標”２０１７年度～２０１９年度の平均値より２％削減”に対する結果目標”２０１７年度～２０１９年度の平均値より２％削減”に対する結果

目標”２０１７年度～２０１９年度の平均値より２％削減”に対する結果

施策

kg

kWh

1948.6

単

単単

単

位

位位

位

一人当たり

一人当たり一人当たり

一人当たり達成

達成達成

達成

率

率率

率

kg



※電力の二酸化炭素排出係数は

以下の値を使用（東京電力㈱ ２０１５年度調整後係数）

18

第１、第２事業部第１、第２事業部第１、第２事業部第１、第２事業部 二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量

年間排出量年間排出量年間排出量年間排出量

0.500 kg-CO2/kWh



廃棄物は分別を徹底しております。 掲示により分別の啓蒙活動を行っております。

•可燃物のほとんどはシュレッダー紙等の紙ごみとなります。 19

一般廃棄物排出量一般廃棄物排出量一般廃棄物排出量一般廃棄物排出量

•目標値は2017～2019年度の

結果の平均値より ２％
削減したもの



20

産業廃棄物排出量産業廃棄物排出量産業廃棄物排出量産業廃棄物排出量

(:kg)

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 処分

第１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 排出なし

第２ 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 18 最終処分

第５ 0 1080 0 1080 1616 0 1416 0 1212 0 0 1080 7484 再資源化



２０２０年度は配管修理が実施されたため、大幅に水道使用量が
減少しました。今後、配管の漏洩がないように傾向を注視します。

化学物質管理

・第１事業部及び第２事業部の製造において
PRTR法に関わる化学物質の使用はございません。

21

佐貫事業所排水量佐貫事業所排水量佐貫事業所排水量佐貫事業所排水量

・第５事業部にて十分な対策を講じたうえ、塩化メチレンを使用しています。



環境教育消防・消火訓練

第１事業部、第５事業部佐貫事業所及び第２事業部

環境活動

全体への環境教育を行い、環境に対する意識付けを行っております。

また、万が一の災害に備え、地域住民の方に有害物質等の影響が出ないよう、緊急事態訓練を
毎年行っております。

本年度は消防署より是正はございませんでした。

地域住民の皆様より、佐貫事業所の環境に対する指摘は、過去3年間ありません。

環境活動の結果については環境教育の他に結果の掲示を行い、
各従業員が確認出来るようにしております。

22



２０２１年度目標及び中期目標

※長期目標値に関しては今後の社会情勢や達成状況に応じ、
見直しを行うこともございます。

23

取組項目 施策 目標 部署

2021

20212021

2021年度目標値

年度目標値年度目標値

年度目標値 2022

20222022

2022年度

年度年度

年度 2023

20232023

2023年度

年度年度

年度 2024

20242024

2024年度

年度年度

年度

総量

総量総量

総量 単位

単位単位

単位

一人当た

一人当た一人当た

一人当た

り

りり

り

単位

単位単位

単位 総量

総量総量

総量

一人当た

一人当た一人当た

一人当た

り

りり

り

総量

総量総量

総量

一人当た

一人当た一人当た

一人当た

り

りり

り

総量

総量総量

総量

一人当た

一人当た一人当た

一人当た

り

りり

り

ＣＯ２削減

不使用時、

不要場所、

昼休み時

間の消灯

消灯消灯

消灯、

事務室空

調温度設

定 冷房

冷房冷房

冷房

28℃

28℃28℃

28℃・暖房

・暖房・暖房

・暖房

20℃

20℃20℃

20℃

2017～

2019年

度平均

値比

2%削減

総量 661,159

kg

6,146

kg/人

2019～2021年度平

均値比

2%削減

2020～2022年度平

均値比

2%削減

2021～2023年度平

均値比

2%削減

第１ 59,904 2,046

第２

600,125 7,664

第５

電力削減

総合値 1,307,213 

kWh

12,151

kＷh/人

第１ 117,496 4,013

第２

1,307,213 15,193.3 

第５

一般廃棄物

分別処理

分別処理分別処理

分別処理

徹底、特に

紙の分別

を行う。

生産数・人

員あたりの

数値も算

出

総量 18,890 kg 175.6 kg/人

第１ 4,799 kg 163.9 kg/人

第２ 491 kg 57.1 kg/人

第５ 13,600 kg 195.6 kg/人

節水

洗面所、ト

イレ等に節

水の張り

張り張り

張り

紙

紙紙

紙を行う。

佐貫地区 13,600 kg 195.60 kg/人

梱包材環境

低負荷

梱包材使

使使

使

用量削減

用量削減用量削減

用量削減、

社内輸送

の省力化

省力化省力化

省力化

推進

第１ 3,799 kg - -

紙類使用削

減

両面

両面両面

両面使用、

縮小

縮小縮小

縮小使用、

印刷プレ

ビューで印

刷ミス削減、

情報交換

の電子化

電子化電子化

電子化、

管理方法

総量 287,875 枚 -

第１ 98,245 枚 -

第２ 28,583 枚 -

第５ 161,047 枚 -

化学物質管

理

年間購入

量の管理

チェックリ

ストによる

使用量管

理

昨年比

±0%

第５

塩化メチレ

ン 目標

0% 総量

11,600l

- 塩化メチレン量 0% 

低環境負荷

製品の設計

企画書、図

面、カタロ

グ資料

-

第１

環境低負荷

製品2機種

開発

件

2 件

上期、下期毎に設計件数を集計する。

第５

環境低負荷

製品の設計

- -

内部課題に

対する取組

作業手順

書 ＱＣ工

程表

- 第５

作業工程の

改善を図る

ことにより

使用する資

源の削減を

図る

- - -

作業工程の改善を図ることにより使用する資源の削減を

図る



年に１回の内部監査、代表者会議を行い、
環境活動の見直しを行っております。２０２０年度の内部監査において
重大な指摘はありませんでした。
近隣、住民からの苦情、クレームはございませんでした。
監督官庁からの指摘事項もございませんでした。

代表者による全体評価と見直し
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本レポートに関するお問合わせ先

●ハヤシレピック株式会社
〒２９３－００５８ 千葉県富津市佐貫４８２
第１事業部／佐貫事業所ＥＭＳ事務局

担当 居初（いそめ）
ＴＥＬ ０４３９－６６－１２７８
ＦＡＸ ０４３９－６６－２０２３
Ｅ－ＭＡＩＬ：isome@h-repic.co.jp

環境管理責任者
TEL:0439-66-1278

連絡先 e-ogawa@h-repic.co.jp

佐貫事業所までお越しの方へ

•ＪＲ佐貫町駅より徒歩約５分
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